
、煤祇に就いて(第一報)

，、
" 

ー本 、 問 寧特

31. <記象を取るのに煤紙を利用して，これに記入させる方法は物理貫験に於ては可成り普通に

用ゐられる方法である.特に地震計で地震の記象を得ゃうとする揚合には此の方法は最も一般に利

用されて居る様に思はれる.紙に煤を付ける方法は通常はドラムに紙を各きつけて. とれを廻轄し

ながら下から石油ランプでいぶして行くのである.ととろが比の煤紙の濃淡によって描針と煤祇と

の聞の摩擦値が具る様に思れる.それで地震計を利用して濃さと摩擦値との関係を調ベヌ見た・共

の設備賞験を報告する.

-~2. 賓験は本墓地震計室を利用し，祇は通-常のつや紙を用ゐた. とれを燥煙室の中で電気仕掛

けで略主一様友速さで廻碍し〔廻轄敷は 26rev./minJ，焔の長さと時間とを測定して，とれを用ゐ

.て Wiechert式地震計の上下動の検定を行ひ摩擦値 紫 1 園

を求めてとれを比較した.とれを用ゐ摩擦値を求め

る~f亡は制振器を外して自由振動をな、さしめ.相次

ぐ金振幅 lt を測定すればp

却も
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lt=のolt+1+2 (1 +町)9' (1) 
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40 

なる関係がある事が知れて居るから(1)，ltをば lt+l

を横軸として直角座標に記入し，得たる直線の勾配 J ド30

及び縦軸を裁る長さからが得られる.此慮にのoは

残留制振度と呼れるものである.

測定は焔の長さを 4cm，5 cm， 6 cm， 7 cm.とし

15 sec， 20 sec， 25 sec， 30 sec， 35 sec.に就いて測定を

行った.検定曲線は各賞験毎に可成良く一直線上に

のって居る. (例へば第1国参照J.測定結果は表示

じである.猶大勢を見る魚にそのグラフを第2国に

20、

示した.他の資料が少いので特に 5cmのものに就
焔の長さ-5 C1l1，時間 208.に闘する 4同の測

いて考へて見るに T は 定の平均の (1)式の直線を示す.

~'=0.850-0.37 e-O•OO44t 

在る式に従って増し，充分長い時間の後には飽和する様に思れる.焔の長短に伴ひとの値はとれと

* 中央気象墓
(1) 例へば本多弘吉;地震〈河出書房，物理貿験事，第十一巻)p.主52.一
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平行にた Y金韓として増し叉は減宇、る様である.た~' 7cmの場合のみは逆時が起って居るが，と

れは焔が紙に嘗って割れた震ではないと思ぶ〔石油ラン・フ。の心と紙との距離は約 6cm許りであ

る).

猶精密友る賞験を次同に行って見ゃうと思ってゐる.
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曲線は Oに闘して描いたものである.
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t秒
T 糎 1_'Vo 記銃

一
15 0.611 1.21 L:::，. 

30 0696 1.28 乙』

15 ，0.616 1.19 O 
20 0.708 1.19 O 
25 O.字27 1.20 O 
30 0.766 1.22 O 
325 0 0.771 1.21 O 0.7，23 1.20 × 
25 ，0.750 120 × 
30 0.818 ""1.20 + 
35 ・ 0.701 1.20 + 

集 3 間

検定記象例.-
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